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1.	金星周回投入後は夜面観測

　2015年12月7日に金星周回軌道に投入された「あか
つき」の軌道は，まず，金星から最も遠い距離（遠金点）
が36万km，金星から最も近い距離（近金点）が1,000-
10,000km，周期が10.5日の楕円軌道となった．遠金
点での観測は，低解像度にはなるが衛星速度が遅いた
め連続観測による雲の時間変化観測に向いている．逆
に近金点での観測は，高解像度ではあるが速い衛星速
度のためスナップショットには向いている．紫外線観
測の主目的のひとつは，雲追跡による風速分布の導出
にあるため，遠金点での観測が最初の対象となった．
　投入後の周回軌道は，本誌シリーズでも記述されて
いるように遠金点の位置が少しずつ金星夜側に回り込
む軌道であった[1]．紫外イメージャ（UVI）は雲頂での
太陽反射光を検出するので昼面側の雲構造解析担当で
あり，夜側に遠金点が位置する期間は観測できず，
UVI担当としてはもどかしい日々が続いた．それでも，
投入直後金星撮像を敢行したファーストライト画像
[2]は，UVIの経年変化も少なく世界最高水準の高画
質であることを示し，構想を練ってきた科学テーマを
十分に満足させる結果をもたらすと期待させるもので

あった．また，12月9日に観測された3枚の連続写真
[3]は，遠近点付近からの観測ではあるが，雲追跡解
析に十分供することのできる分解能の画像であること
が示された．

2.	UVIの連続観測開始

　遠金点からの紫外観測が可能となったのは，金星周
回軌道投入から４か月立った2016年4月に入ってから
であった．金星の公転周期の半分が経過したころから
である．この時期の4月4日7時28分（UT）に，観測期
間を延ばす目的で軌道修正を実施し，遠金点37万km，
近金点1,000-10,000km，周期10.8日の楕円軌道となっ
た．このころに，遠金点が昼面側に位置するようにな
り，2時間間隔での観測が定常的に実施できる運びと
なった．
　その中のベストショットの1枚を図1に示す．2016
年5月6日16時17分（UT）に金星中心距離8.5万kmか
ら波長365 nmで撮像した昼面画像である．衛星直下
点の地方時が12時で，満金星がUVI視野いっぱいに
広がる画像である．衛星機上でのスミア補正と地上で
のフラット補正だけ画像処理した画像でも高コントラ
ストで雲頂の吸収物質の分布がはっきり示されている．
さらにハイパス処理を実施すると，細かな雲構造が鮮
明に表れ，高精度で雲頂高度における風速分布を導出
できることを如実に表している．また，同時に撮像し
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（要旨） 2015年12月7日に金星周回軌道に投入された金星探査機「あかつき」は，2016年4月から本格的な金
星観測を開始した．搭載された紫外イメージャ (UVI)は，軌道制約により定型観測は4月からとなったが，
この数か月間で高画質の金星紫外画像を取得している．その一端と今後の展望を紹介する．
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た波長283 nmの画像は，二酸化硫黄（SO2）の分布を
示し，雲の形成・消失にかかわる物理プロセスを推定
できることを期待させる． 

3.	今後の展望

　図1から雲追跡による雲頂高度での風速分布の同定
は，確実に導出できると考えられる．また，同時に撮
像する波長283 nm，365 nmの画像から，雲生成に関
係すると考えられるSO2分布と雲構造から，雲生成メ
カニズムの理解が進むと予想される．さらには，SO2

分布とその時間変化からSOxに関わる化学プロセスの
理解深化が期待される．もちろん金近点近傍でのクロ
ーズアップ観測による，鮮明な渦状雲の追跡も実施で
きると考えている．予想に違わない高画質の紫外画像
は，プロジェクト発足当初から考えられてきた科学テ
ーマに加え，金星大気研究の更なる深化を見せると期
待している．今後の紫外画像に請うご期待！！
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図1：	波長365 nmで撮像した昼面画像のベストショットの一枚．（左）スミア補正とフラット処理の画像，（右）ハイパス
処理を加えた画像．細かな雲構造が鮮明に見てとれる．


